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( 科目コード：8303520004EE)

【改訂】第 3 版（2010-03-17）
【科目】解析学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

斎藤 斉

【授業目標・教育方針】
・多変数関数の微分法が理解でき、その応用として極値問題が解けること。
・重積分の定義が理解でき、変数変換等を用いて具体的な計算ができること。
・重積分を用いて、曲面積や・体積などを求められ、広義積分を理解できること。
・一様収束を用いて、級数表示された関数の理解を深める。
・その他、解析学に関する基礎知識を得る。

【授業概要】
　本科目の総授業時間数 45 時間である。
・偏微分法を用いて、陰関数と接平面を学ぶ。
・多変数関数の極値及び条件付極値を調べる。
・多重積分の定義を理解し、変数変換に習熟し体積等の計算を行う。
・広義積分を理解し、体積・表面積の計算を行う。
・関数列の一様収束を学び、級数表示された関数の理解を深める。
・ガウスの超幾何関数などの特殊関数について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：微分積分講義：三町勝久：日本評論社：４－５３５－７８４７１－ X　C ３０４１
参考書：微分積分学：上村　豊・坪井堅二：開成出版：４－８７６０３－２００－９　C ３０４１
参考書：大学の微積分 I・大学の微積分 II：藤田　広：岩波書店
参考書：解析教程　上・下：ハイラー・ワナ－（蟹江幸博訳）：シュプリンガー・フェアラーク東京
　　　　

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【メッセージ】
3 年次の数学 AI・AII を踏まえて、より深く微分積分学を学びます。将来を見据えてしっかり学習して下さい。

【備考】
２・３年次の数学 A Ⅰ・Ⅱを復習しておくこと。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：解析学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回－第 5 回 多変数関数の微分法 多変数の関数
偏微分
微分可能な関数
微分可能関数の性質
偏微分の順序
関数のクラス
写像と関数
合成関数の微分

1 回

第 6 回－第 12 回 偏微分法の応用 曲面の接平面と法線
陰関数と接平面
中間試験
位相空間論の基礎
関数の極値
テイラーの定理
有界閉集合上の連続関数
条件付きの極値問題

2 回

第 13 回－第 15 回 多重積分 二重積分
累次積分
積分順序の変更

2 回

第 16 回－第 18 回 多重積分の変数変換 重責分の変数変換
体積の計算
変換公式の証明

1 回

第 19 回－第 22 回 広義積分 広義積分
逆三角関数
表面積の計算
中間試験

1 回

第 23 回－第 25 回 解析学の基礎 点列の収束・発散
濃度
関数の連続性
実数の連続性

1 回

第 26 回－第 30 回 一様収束と級数 関数列の一様収束
積分記号下の微分積分
絶対収束
無限級数
関数項級数
特殊関数への応用

2 回
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